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７月９日～11 日、「奏でろ、我らの青春～距離は遠く、心は近く～」をテーマに第73 回学校祭が行わ

れました。今年もコロナ感染症拡大予防のため、一般公開せずに実施しましたが、３年ぶりに街頭に出ての

行灯行進を実施し、アピール、縁日、展示、有志発表、そしてサプライズの花火とほぼコロナ前の内容で実

施することができました。３年生にとっては、フルスペックで行われる初の学校祭であり、さらに高校生活

最後の学校祭となりましたが、深西の伝統を引き継ぎ、次世代に残せる形をしっかり創ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学校祭結果≫ 

部活動大会結果報告 

≪野球部：岩見沢市営球場≫ 

１回戦：対芦別戦 10-1（７回コールドゲームで勝利） 

代表決定戦：対滝西戦 0-8（善戦したが惜しくも敗れる） 

 

 

 １日（月）総合学力テスト（１、２年） 

１０（水）・１２（金）・１５（月）閉庁日 

１７日（水）学年集会 基礎力テスト 授業規律週間（～26日） 

１８日（木）朝の挨拶運動（～22日） 

１９日（金）第３回小論文模試 

２０日（土）第２回全統記述模試 第３回道看模試 

２３日（水）体育祭 

２５日（金）スクールカウンセラー訪問 

３１日（水）前期期末考査（～9/2） 

部 門 ｸﾗｽ紹介 アピール 行  灯 総  合 

第１位 ３年３組 ３年２組 ３年１組 ３年１組 

第２位 ３年１組 ３年３組 ３年２組 ３年３組 

第３位 ２年１組 ３年１組 ３年３組 ３年２組 

 
 ２週間の準備期間の中で、何も形のないところから１つの物

を創り上げながら、仲間やクラスメイトと協力し合いました。

行灯、アピール、クラス紹介の３部門で競い合いましたが、部

門以外の法被製作や縁日などでも皆の協調性が発揮されたと思

います。応援団は単なる盛り上げ役だけではなく、クラス責任

者としても積極的に活動しました。楽しかった学校祭を「青春

の記憶」として、残りの高校生活も１日１日大切にしながら歩

んでいきたいと思います。次が三大行事最後の体育祭（８月）

です。学校祭の成功と勢いを体育祭につなげていきましょう。    

＜応援団総長（生徒会長）・盛本佑都・一已中出身＞ 

 コーラス大会で２位だった時の悔しさを胸に「臥薪嘗胆」というテーマを設定して、アピールの練習に

励んできました。特に力を入れたのは「一体感」です。ステージに出ていない人も声を出すようにし、大

きな振り付けを全員が自信を持って行い、曲構成ではコーラスのリベンジに「群青」を取り入れました。

アピールでリベンジを果たし、クラスの仲がより深まりました。   ＜３年２組・大丸睦月・沼田中出身＞ 

１位と発表された時は鳥肌が立ちました。孔雀

は正義感と幸福の象徴です。３年１組らしく正義

感を強く持ち、学校祭を孔雀の幸運に託そうと話

していました。特にこだわったのは羽です。アイ

ヌの模様をイメージしました。行進の時は沢山の

人に見てもらえ、苦労と楽しさが込み上げ感動し

ました。   ＜３年１組・岸上萌花・一已中出身＞ 

動画作成にあたり登場人物の現実とのギャップ

を意識し、より面白さを追求しました。プラカー

ドは担任の小森先生のキャラであるプーさんを描

きました。   ＜３年３組・吉川黎・深川中出身＞ 

アピール（3-2） 

行灯（3-1） 

応援団口上 

吹奏楽演奏 

有志発表 

６月22日 市文化交流ホールみ・らいで行

われたJR深川駅隣の複合施設に関するワーク

ショップに本校から３名の生徒が参加し、積

極的にアイディアを提案しました。 

縁日 


